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八は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ

幡
神
社

　
祭
神
に
誉ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命
（
応※
お
う
じ
ん
て
ん
の
う

神
天
皇
）
を
祀
る
神
社
を
い

う
。
一
般
に
は
息

お
き
な
が
た
ら
し
め
の
み
こ
と

長
帯
姫
命
（
神※
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后
）
と
比ひ

め
の
か
み

賣
神

を
合
わ
せ
祀
る
。

　
八
幡
大
神
（
誉
田
別
命
・
息
長
帯
姫
命
・
比
賣
神
）

を
祀
り
、
名
称
を
「
八
幡
神
社
（
宮
）」
と
す
る
神
社

は
各
地
に
祀
ら
れ
全
国
で
四
万
五
千
社
を
数
え
る
。

　
岡
山
県
に
は
三
四
八
社
（
神
社
本
庁
包
括
）
に
の
ぼ

る
。
ま
た
当
県
で
は
備
中
国
と
美
作
国
は「
八
幡
神
社
」

の
名
称
で
あ
る
が
、
備
前
国
で
は
「
八
幡
宮
」
と
な
っ

て
い
る
。

　
八
幡
を
「
ヤ
ハ
タ
」
と
も
訓
む
の
は
朝
鮮
語
で
海
を

い
う
「
ハ
タ
」
に
由
来
す
る
と
も
説
明
さ
れ
る
が
、
旧

説
で
は
「
天
よ
り
八
流
の
旗
の
降
下
」
に
よ
る
と
い
わ

れ
、
八
は
大お
お
や
し
ま

八
洲
（
日
本
の
国
土
）
の
義
で
あ
り
、
幡

は
三
韓
降
伏
の
軍
功
に
よ
っ
て
称
す
る
と
さ
れ
る
。

　
全
国
の
八
幡
神
社
（
宮
）
の
本
宮
は
宇
佐
神
宮
（
大

分
県
宇
佐
市
）
で
あ
る
。

　
貞
観
元
年
（859

）
に
大
安
寺
の
僧
行
教
の
奏そ
う
せ
い請
に

よ
っ
て
宇
佐
神
宮
か
ら
山
城
国
男
山
に
石
清
水
八
幡
宮

（
京
都
府
八
幡
市
）
と
し
て
勧
請
し
た
。
ま
た
、
康
平

六
年
（1063

）
に
は
源
頼
義
が
石
清
水
八
幡
宮
の
分

霊
を
相
模
国
由
比
ヶ
浜
に
勧
請
し
た
の
が
鶴
岡
八
幡
宮

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
で
あ
り
、
武
士
の
登
場
と
共
に

全
国
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第 4 章　祭祀と建造物

　

　
当
社
の
八
幡
神
社
は
、
鶴
﨑
神
社
の
本
殿
と
並
ん
で

祀
ら
れ
て
お
り
、
都
窪
郡
誌
ま
た
、
当
社
由
緒
に
よ
る

と
、
八
幡
大
神
は
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
の
勧
請
で
、
神

功
皇
后
が
三※
さ
ん
か
ん
せ
い
ば
つ

韓
征
伐
の
と
き
、
早
島
の
海
岸
の
船
泊
り

で
ご
休
息
遊
ば
さ
れ
た
の
で
、
里
人
が
光
栄
に
思
い
正

中
年
間
（
鎌
倉
後
期
）
に
屏
風
島
へ
小
社
を
建
立
し
て
、

神
功
皇
后
と
御
子
で
あ
る
品ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命
（
応
神
天
皇
）

を
祀
り
、
元
中
元
年
（1384

）
に
鶴
﨑
神
社
本
殿
と

応神天皇

神功皇后
　 開 化 天 皇 の 玄 孫 で あ る
息
おきながすくねの

長宿禰王
みこ

の御子で、日本書紀
によれば 201 年〜 269 年まで政
事を行い、懐中に応神天皇を宿
したまま、朝鮮半島に出兵し三
韓征伐を行ったとされる。

　仲哀天皇と神功皇后の御子で、
皇后が三韓征伐の帰途に神懸か
りして生まれたとされる。大陸
の文化と産業を日本に伝えた功
績がある。在位は 270 年 1 月 1
日〜 310 年 2 月 15 日

　日本書紀の記述に
よれば、住吉三神の神
示により、神功皇后
が、武

たけうちのすくね

内宿禰と共に
行ったとされる新羅
出兵のこと。
　新羅が降伏した後、
三韓の残り二国（百
済、高句麗）も相次
いで日本の支配下に
入ったとされるため
この名で呼ばれるが、
新羅征伐と言う場合
もある。

三韓征伐 並
べ
て
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
神
社
明
細
書
及
び
都
窪
郡
誌
に
は
、
八
幡
神

社
の
祭
神
と
し
て
武た
け
ひ
か
た
わ
け
の
み
こ
と

日
方
別
命
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

武
日
方
別
命
は
、
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

邪
那
岐
命
・
伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
が
産
ん

だ
国
産
み
六
島
の
一
つ
「
吉き
び
の
こ
じ
ま

備
児
島
」
の
又
の
名
で
あ

る
。

　
例
祭
は
十
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
両
日
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、五
月
第
三
日
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
二
年
か
ら
は
五
月
第
三
日
曜
日
の
前
日
を

春
祭
り
と
し
、
十
月
第
三
日
曜
日
の
前
日
を
秋
祭
り
と

し
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八幡神社本殿

鹿か
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

島
神
社

　
創
建
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
文
年
間
（1661

〜1673

）
ま
で
は
当
社
の
神
宮
寺
と
な
っ
て
お
り
、

性し
ょ
う
と
く
い
ん

徳
院
（
倉
敷
市
中
庄
）
の
別べ
っ
と
う当
が
奉
仕
し
て
い
た
。

祭
礼
に
は
吉
備
津
神
社
か
ら
奉
幣
使
が
参
向
し
て
い
た

が
、
同
年
間
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。

　
正
徳
五
年
（1715

）
安
原
和
泉
守
草
壁
徳
忠
の
本

願
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
そ
の
建
築
様
式
は
御
堂
形
式
で

古
く
は
毘
沙
門
天
を
祀
っ
て
い
た
事
か
ら
、
毘
沙
門
堂

第 3 節　境内神社

平成 21年社殿改築前

御堂形式であった頃の鹿島神社


